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1. はじめに 

液晶レンズにおけるレンズ領域の利用効率

の向上とレンズ径拡大を目的として，高抵抗膜

と円形電極・輪帯電極・円形孔パターン電極を

有する液晶レンズを提案し，その電気光学特性

について報告した。1) 各電極と下部電極間に電

圧を加えるための引出電極が必要であり，その

引出電極の方向に光学位相差が歪むことが見

られた。 

本研究では，引出線を有する円形電極，輪帯

電極及び円形孔パターン電極構造を有する液

晶レンズにおいて，3次元液晶分子配向計算に

より液晶レンズの電位分布，チルト角分布，方

位角及び光学位相差分布を求め，引出電極の影

響について求めた結果を報告する。 

 

2. 液晶レンズの構造及び数値計算法 

液晶レンズの上面図及び側面図をFig. 1(a), 

(b)に示す。円形電極#1 の半径が 0.7 mm であ

り，輪帯電極#2の電極幅を 3.2 mm，輪帯電極

#3 ~ #5を 0.8 mmとした。上部電極と液晶層の

間には,絶縁層(5 m厚)とシート抵抗が𝜌𝑠の抵

抗層を配置した。x, y 軸方向を 50分割 (60m 

/ grid)とし，液晶層の厚みを 60 m として 50 

分割(1.2m / grid)とした。計算に用いる液晶は

RDP-85475(DIC㈱, n  = 0.29，弾性定数( 𝑘11, 𝑘22, 

𝑘33)，誘電率(  ⊥  )，屈折率( 𝑛e, 𝑛o  )と光の波

長を用いて有限差分法により液晶分子の分子

配向と光学位相差の計算を行った。 

 

3. 計算結果及び考察 

抵抗層のシート抵抗を𝜌s = 6.0×106 // とし，

電極 1～6に比電圧𝑉1/𝑉th ~ 𝑉6/𝑉𝑡ℎ= 0.8, 1.1, 1.2, 

1.3, 1.4, 3.6（周波数 f = 1 kHz、閾値電圧 𝑉th= 

0.8 V）を印加した場合の電位分布,チルト角及

び方位角を計算し,光学位相差を求めた結果を

Figs. 2(a), (b)に示す。ここで，抵抗層のシート

抵抗値が一様とした場合を Fig. 2(a)に示し，抵

抗層のシート抵抗値を最外の円形パターン電

極内のみに分布している場合をFig. 2(b)に示し

ている。抵抗層のシート抵抗値を一様に分布す

ることで，引出電極による光学位相差分布の歪

の影響を低く抑えることができることが分か

った。一方，抵抗層が電極#1～#5のみにある場

合，引出電極の方向に光学位相差が大きく歪む

傾向が見られたが，円形孔パターン電極#6 に

よる光学位相差分布の歪の影響を低減できる

結果が得られた。 

 

 
(a) Top view  (b) Side View 

Fig. 1 Structure of an LC lens. 

 

  
(a)   (b) 

Fig. 2 Calculated results of optical phase properties. 
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